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表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ

1
1大
正
期
ま
で
の
あ
と
づ
け

1
i

の
配
慮

大

木

正

義

我
が
国
の
国
語
の
表
記
等
に
つ
い
て
、
従
来
の
も
の
に
改
善
を
加
え
る
べ
し
と
の
論
が
活
発
に
な
る
の
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
政
府
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
い
く
つ
か
の
案
を
提
出
し
て
い
る
。
小
稿
は
こ
の
国
語
政
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
諸
案
を
表
題

の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
大
正
期
ま
で
の
表
音
的
仮
名
遣
い
の
案
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
一
年

に
実
施
さ
れ
た
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
へ
と
着
々
と
近
づ
い
て
い
る
。
そ
の
様
相
の
一
端
を
、
八
社
会
へ
の
配
慮
〉
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
観
点
に
立
つ
で
あ
と
づ
け
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
が
厳
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
表
音
主
義
に
基
づ
く
仮
名
遣
い
の
提
案
は
種
々
の
慎
重
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
現
実
の
社
会
へ
の
配
慮
の

必
要
性
と
い
う
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
が
、
国
語
施
策
と
し
て
表
音
主
義
に
基
づ
く
仮
名
遣
い
が
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
で
あ
る
。
文
部
省
は
同

年
八
月
三
十
一
日
に
省
令
第
十
四
号
を
も
っ
て
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
十
六
条
に
あ
る
規
定
の
一
部
と
第
二
号

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

一一一一一一



二
二
回

表
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
波
線

ω小
学
校
ニ
於
テ
教
授
－
一
周
フ
ル
仮
名
及
其
ノ
字
体
ハ
第
一
号
表
ニ
、
字
音
仮
名
遣
ハ
第
二
号
表
下
欄
－
一
依
リ
又
漢
字
ハ
成
ル
ヘ
ク
其
ノ
数

大
木
〉

ヲ
節
減
シ
テ
応
用
広
キ
モ
ノ
ヲ
補
フ
ヘ
シ
（
後
略
）

第
一
号
表
（
省
略
）

第
二
号
表

従
来
用
ヒ
来
レ
ル
字
音
仮
名
遣

新
定
ノ
字
音
仮
名
遣

い
（
あ
行
及
や
行
）

ゐ

し、

う
（
あ
行
及
わ
行
）

う

え
（
あ
行
及
や
行
）

ゑ

え

お

を

お’

（
中
略
〉

う

ふ

ゆ

り
う

り
ふ

『
其
他
語
尾
ノ
冊
目
音
ユ

あ
ん
一
む
ん
ヲ
区
別

Z
そ

戸
ノ
山
首
之
－
－
準
見

り
ゅ
l

あ
む

あ
ん

備
考
本
表
ハ
平
仮
名
ヲ
以
テ
示
シ
タ
リ
ト
難
モ
片
仮
名
ヲ
用
フ
ル
場
合
モ
亦
同
シ

こ
の
字
音
仮
名
遣
い
は
、
明
治
三
十
四
年
四
月
か
ら
小
学
校
教
育
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
明
治
四
十
二
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
は

ωの
規
則
と
表
。
か
示
さ
れ
た
だ
け
で
、
後
の
諮
問
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
説
明

l
l
「
本
案
の
理
由
」
や
文
部
次
官
の
演
述
な
ど
ー
ー
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
表
音
的
仮
名
遣
い
を
小
学
校
で
実
施
す
る
と
し
た
こ
と
、
そ
の
仮
名
遣
い
は
字
音
に
限
る
と
し
た
こ
と
の
理
由
を
知
る
こ
と
は



で
き
な
い
。
ま
た
、
小
稿
の
観
点
で
あ
る
「
当
時
の
社
会
に
お
け
る
表
記
上
の
慣
習
な
ど
に
対
す
る
配
慮
」
が
い
か
に
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
点
も
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
後
に
出
さ
れ
た
諮
問
｜
｜
例
え
ば
「
仮
名
遣
ノ
件
」
（
明
治
四
十
一
年
文
部
大
臣
か
ら
臨
時
仮
名
遣
調

査
委
員
会
へ
の
諮
問
）
｜
｜
に
先
立
っ
て
の
文
部
大
臣
の
趣
旨
説
明
に
は
参
考
と
す
べ
き
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
。
少
し
長
い
が
次
に
引
用
す

る。
同
抑
モ
仮
名
遣
問
題
ノ
起
リ
マ
シ
タ
ノ
ハ
維
新
ノ
結
果
ト
シ
テ
百
般
ノ
制
度
文
物
革
新
致
シ
マ
シ
テ
教
育
法
モ
大
ニ
変
更
セ
ラ
レ
タ
際
－
一
匹

胎
シ
タ
モ
ノ
ト
存
ジ
マ
ス
、
従
来
ハ
就
学
ノ
始
カ
一
ブ
直
チ
ニ
漢
字
ヲ
教
フ
ル
ノ
ガ
慣
用
例
デ
字
訓
モ
仮
名
ヲ
借
ラ
ズ
、
直
チ
ニ
其
漢
字
ヲ
見

ソ
レ
デ
ス
カ
ラ
書
ク
ト
キ
ハ
漢
字
ガ
主
ト
ナ
リ
仮
名
ハ
客
ト
ナ
ツ
テ
字
音
モ
字
訓
モ
漢
字
ニ
隠
レ
テ

テ
之
ガ
発
音
ノ
暗
議
ヲ
サ
セ
マ
シ
夕
、

居
ツ
タ
タ
メ
ニ
仮
名
違
法
ガ
余
リ
問
題
ニ
ナ
一
フ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
現
行
教
育
法
デ
ハ
初
年
級
ノ
モ
ノ
ハ
ス
ベ
テ
仮
名
ニ
依

ツ
テ
之
ヲ
書
キ
現
ハ
ス
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
仮
名
遣
ガ
小
学
教
育
ノ
初
年
一
一
於
テ
非
常
一
一
大
切
ナ
モ
ノ
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
、
ト
コ
ロ
ガ
従
来
教
科
書
ニ
用
ヒ
テ
来
タ
仮
名
遣
ハ
歴
史
的
ノ
モ
ノ
デ
通
常
ノ
人
ニ
ハ
頗
ル
六
ケ
敷
イ
物
デ
ア
ル
ノ
デ
、
之
ヲ
精
確
－
一
学

習
サ
セ
ル
コ
ト
ハ
中
々
容
易
デ
ナ
イ
、
（
中
略
）
我
邦
児
童
ガ
国
語
国
文
ヲ
習
得
ス
ル
ノ
困
難
ハ
憧
カ
ニ
他
国
ノ
児
童
ガ
彼
ノ
国
語
国
文
ヲ

学
習
ス
ル
ヨ
リ
数
倍
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
争
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
実
デ
他
ノ
国
民
－
一
対
シ
誠
ニ
不
幸
ノ
位
地
－
一
居
ル
モ
ノ
ト
言
ツ
テ
宣
シ
イ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
、
教
育
当
事
者
ハ
即
チ
教
育
事
業
ノ
改
良
子
段
ノ
一
ツ
ト
シ
テ
遂
ニ
明
治
三
十
三
年
小
学
校
令
施
行
規
則
制
定
ノ
場
合
－
一
仮
名
遣
上

最
モ
困
難
ト
ス
ル
字
音
ニ
関
シ
テ
改
正
ヲ
加
へ
学
習
上
簡
便
－
一
致
シ
マ
シ
タ
（
後
略
）

右
に
よ
れ
ば
小
学
校
教
育
に
お
け
る
字
音
仮
名
遣
い
の
改
善
の
理
由
は
理
解
さ
れ
る
が
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
の
説
明
は
行
わ
れ
て
い
な

し、。

①
小
学
校
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
学
校
や
一
般
の
社
会
に
お
い
て
も
、
従
来
の
字
音
仮
名
遣
い
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
と
す
れ
ば
、
小
学
校
だ
け
に
限
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
る
か
。

②
小
学
校
に
お
け
る
表
音
的
字
音
仮
名
遣
い
の
採
用
は
、
中
学
校
や
一
般
の
社
会
の
仮
名
遣
い
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
と
な
ら
な
い
か
。
す

表
点
目
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

二
二
五
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な
わ
ち
、
中
学
校
や
一
般
の
社
会
で
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
小
学
校
で
表
音
的
仮
名
遣

い
を
学
習
し
た
も
の
は
中
学
校
や
一
般
の
社
会
で
こ
の
仮
名
遣
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
と
ま
ど
う
こ
と
に
な
る
し
、
表
音
的

仮
名
遣
い
の
使
用
は
社
会
の
慣
習
と
あ
い
入
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
、
仮
名
遣
い
の
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
も
し
こ
の

憂
い
あ
り
と
す
れ
ば
、
小
学
校
で
の
表
音
的
仮
名
遣
い
の
採
用
に
当
っ
て
は
社
会
の
他
の
分
野
へ
の
配
慮
｜
｜
l
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の

配
慮
ー
ー
ー
が
必
須
の
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

先
に
一
部
を
示
し
た
と
こ
ろ
の
第
二
号
表
で
は
従
来
の
「
か
・
ぐ
わ
・
が
・
ぐ
わ
」
は
「
か
・
が
」
と
改
め
つ
つ
も
、

「
従
来
慣
用
ノ
例
ニ

依
ル
モ
妨
ナ
シ
」
と
し
て
お
り
、
「
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
」
も
「
じ
・
ず
」
に
改
め
つ
つ
も
、
「
か
・
が
」
と
同
じ
く
「
従
来
慣
用
ノ
例
ニ
依
ル
モ

妨
ナ
シ
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
の
社
会
へ
の
配
慮
を
思
わ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
先
に
例
示
し
た
よ
う
に
、
長
音
に
「
｜
」
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
配
慮
の
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
｜
」
を
採
用
し
た
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、
小
学
校
の

仮
名
遣
い
と
社
会
の
他
の
分
野
の
仮
名
遣
い
と
の
関
係
に
つ
き
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
後
の
諮
問
等
に
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い

も
の
の
、
こ
の
種
の
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
明
治
三
十
三
年
の
も
の
は
小
稿
の
観
点
か
ら
は
説
得
力
に
欠
け
る

も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

明
治
三
十
三
年
の
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
に
続
く
も
の
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
明
治
一
二
十
八
年
の
諮
問
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
年
二
月
の

文
部
省
か
ら
の
諮
問
で
あ
り
、
国
語
調
査
委
員
会
と
高
等
教
育
会
議
に
諮
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
国
語
仮
名
遣
案
」
「
字
音
仮
名
遣
郵
貯
均
一
一
読
一
的
）

ニ
関
ス
ル
事
項
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
「
参
考
」
と
い
う
形
で
「
国
語
仮
名
遣
改
定
別
案
」
が
「
本
案
の
理
由
」
等
を
付
し
て
諮
問
さ
れ
て
い

る
。
小
稿
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
以
上
の
も
の
の
ほ
か
に
、
国
語
調
査
委
員
会
に
お
け
る
文
部
次
官
の
演
述
（
明
治
犯
・

3
・
3
γ

高
等
教
育



会
議
に
お
け
る
主
任
者
の
説
明
（
明
お
・

3
・
幻
）
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
項
で
は
「
国
語
仮
名
遣
改
定
案
」
を
ま
ず
検
討
す
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
案
に
関
す
る
演
述
・
説
明
も
検
討
の
対
象

と
す
る
。

「
国
語
仮
名
遣
改
定
案
」
の
「
緒
言
」
を
み
る
と
、
本
案
の
対
象
と
す
る
社
会
の
分
野
が
明
ら
か
と
な
る
。

(3) 

緒

モ三子

百

ハ
省
略
）

本
案
ノ
改
定
仮
名
遣
ハ
現
行
ノ
固
定
小
学
校
教
科
書
大
修
正
ノ
場
合
ニ
実
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
案
ノ
改
定
仮
名
遣
ハ
中
等
教
育
ノ
学
校
教
授
上
ニ
モ
実
行
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

四

（
省
略
）

「
一
一
」
に
は
「
実
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
り
、
「
一
一
ご
に
は
「
実
行
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
あ
る
か
ら
、
両
条
に
は
何
か
異
な
る
面
が
あ

る
か
に
思
わ
れ
る
が
、
高
等
教
育
会
議
に
お
け
る
主
任
者
の
説
明
に
、

(4) 

中
等
教
育
ノ
学
校
教
授
上
ニ
モ
適
用
ス
ル
コ
ト

是
ハ
中
等
教
育
一
一
於
テ
モ
仮
名
遣
ヲ
満
足
－
一
教
授
ス
ル
コ
ト
ハ
困
難
ナ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
仮
名
遣
ノ
如
キ
ハ
両
教
育
別
々
ニ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
（
以
下
略
）

同
中
等
教
育
ノ
学
校
教
授
上
ニ
実
行
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
中
等
教
育
ニ
於
テ
モ
字
音
仮
名
遣
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
教
授
ス
ル
ノ
必
要
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

此
ノ
如
キ
注
則
ハ
国
語
仮
其
遺
ト
同
シ
ク
小
学
校
－
一
於
ケ
ル
ト
異
一
一
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
認
メ
タ
レ
ハ
ナ
リ

と
あ
る
か
ら
、
「
一
ご
と
「
一
一
ご
は
実
質
問
じ
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
同
制
に
よ
っ
て
、
中
学
校
に
ま
で
対
象
を
広
げ
る
こ

と
の
理
由
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
す
れ
ば
こ
れ
を
一
般
の
社
会
に
ま
で
広
げ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
主
任
者
の
説
明
に
、

同
極
メ
テ
困
難
ナ
ル
仮
名
遣
、
専
門
学
者
ヲ
除
ク
ノ
外
一
般
ノ
人
ノ
記
憶
シ
居
ラ
サ
ル
仮
名
遣
ノ
即
チ
今
日
我
民
族
ノ
慣
用
ヨ
リ
見
テ
最
モ

不
自
然
ト
モ
謂
フ
ヘ
キ
仮
名
遣
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
従
来
の
字
音
仮
名
遣
い
の
こ
と

大
木
注
）
ヲ
廃
ス
ル
コ
ト
ハ
事
宜
－
一
合
シ
タ
ル
改
定

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

七



二
二
八

法
ナ
ラ
ン
カ
（
以
下
略
）
（
波
線

犬
木
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
従
来
の
字
音
仮
名
遣
い
は
一
般
の
社
会
に
あ
っ
て
も
習
得
困
難
で
あ
り
「
最
モ
不
自
然
」
な
も
の
と
み
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
に
一
般
の
社
会
に
ま
で
広
げ
な
か
っ
た
の
か
の
説
明
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
対
象
を
小
学
校
・
中
学
校
に
限
定
す
る
に
当
た
り
、

一
般
の
社
会
の
表
記
上
の
慣
習
な
ど
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
三
十
三
年
の
も
の
に
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
べ
き
資
料
が
な
か
っ
た
が
、
本
案
に
つ
い
て
の
高
等
教
育

会
議
の
主
任
者
の
説
明
に
参
照
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

コ

ア

ヨ

ウ

的
（
長
血
日
ハ
・
大
木
術
）
ヲ
用
フ
ル
ト
キ
ハ
漢
字
交
リ
文
－
一
於
テ
請

i
、
善
｜
ナ
ト
L

ス
ヘ
ク
シ
テ
調
和
甚
タ
面
白
カ
ラ
ス
依
テ
う
ヲ
用
ヒ

タ
ル
次
第
ナ
リ

主
任
者
の
説
明
の
他
の
く
だ
り
に
、
「
世
間
通
用
ノ
漢
字
交
リ
文
」
「
動
詞
等
ノ
活
用
ヨ
リ
起
ル
仮
名
遣
並
ニ
天
雨
遠
波
ハ
漢
字
交
リ
文
ニ
於

テ
仮
名
ヲ
以
テ
表
記
セ
ラ
レ
タ
ル
部
分
一
一
当
ル
ヲ
以
テ
之
ニ
変
化
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ハ
忽
チ
世
間
ノ
慣
用
ニ
反
ク
コ
ト
L

ナ
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
漢
字
交
り
文
」
は
当
時
の
一
般
の
社
会
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、
川
は
、

そ
の
一
般
の

社
会
の
表
記
習
慣
に
配
車
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
長
音
を
す
べ
て
「

i
」
で
表

わ
す
こ
と
に
な
る
と
、
当
時
の
一
般
の
社
会
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
衝
突
す
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
表
音
的
な
仮
名
遣
い
の
採
用
と
社
会
習
慣
と
の
調
和
を
は
か
ろ
う
と
す
る
配
慮
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
主
任
者
の
説
明
の
中
に
次
の
附
の
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。

同
世
間
ノ
文
学
ニ
筆
ヲ
染
ム
ル
者
ハ
中
等
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
カ
多
カ
ル
ヘ
キ
筈
ナ
ル
ニ
一
方
一
一
此
ノ
如
キ
人
カ
旧
来
ノ
仮
名
遣
ヲ
使
用
シ

他
方
一
一
大
多
数
ノ
国
民
即
チ
小
学
校
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
ヲ
習
ヒ
乍
ラ
一
般
ノ
文
字
ヲ
読
ム
ト
キ
ニ
ハ
自
己
ノ
習
得
シ
タ
ル
所
ト
異
ナ

ル
書
方
一
一
接
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
不
都
合
一
一
ア
ラ
ス
ヤ
此
関
係
ハ
国
語
仮
名
遣
ノ
場
合
一
一
於
テ
モ
回
ヨ
リ
然
リ
ト
ス
ル
所
ナ
リ

こ
の
説
明
は
、
中
学
校
に
ま
で
対
象
を
広
げ
た
こ
と
の
理
由
に
も
な
る
も
の
だ
が
、
中
学
校
に
ま
で
対
象
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
の



社
会
も
こ
の
案
の
と
お
り
に
な
る
と
い
う
考
え
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
学
校
を
出
た
も
の
は
一
般
の
社
会
に
あ

っ
て
文
章
を
書
く
機
会
が
多
い
。
そ
の
者
た
ち
が
そ
の
文
章
を
こ
の
案
に
従
っ
て
書
く
な
ら
ば
や
が
て
一
般
の
社
会
の
仮
名
遣
い
は
こ
の
案
の

と
お
り
に
な
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
う
い
う
考
え
を
採
用
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
学
校
と
一
般
の
社
会
と
に
段
階
を
設
け
ず
に
、
い
わ

ば
一
挙
に
、
社
会
全
体
に
こ
の
案
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
本
項
で
と
り
上
げ
た
資
料
の
中
に

は
そ
の
答
え
は
見
出
せ
な
い
。

次
に
「
国
語
仮
名
遣
改
定
別
案
」
を
検
討
す
る
。
こ
の
別
案
の
考
え
方
等
を
知
る
べ
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
案
に
付
せ
ら
れ
た
「
本

案
の
理
由
」
・
文
部
次
官
の
演
述
・
主
任
者
の
説
明
も
検
討
の
対
象
と
す
る
。

こ
の
別
案
は
主
任
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

倒
別
案
ハ
モ
ト
主
務
課
一
一
於
テ
調
査
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
省
ノ
教
科
書
調
査
委
員
会
ニ
提
出
シ
タ
ル
ト
モ
同
会
－
一
於
テ
少
数
意
見
ト
ナ
リ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
部
省
と
し
て
は
「
国
語
仮
名
遣
改
定
案
」
の
方
を
第
一
案
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ

の
別
案
に
は
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
側
か
ら
知
ら
れ
る
。

同
別
案
ハ
旧
キ
仮
名
遣
ニ
違
フ
所
ア
ル
ト
同
時
ニ
悉
ク
理
想
通
ノ
改
正
ヲ
ナ
サ
ス
畢
寛
一
箇
ノ
折
衷
案
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
見
姑
息
ノ
如

ク
ナ
レ
ト
モ
其
実
際
ニ
於
テ
ハ
却
テ
穏
当
ナ
ル
改
正
法
ナ
リ
ト
調
査
者
ハ
之
ヲ
信
シ
居
レ
リ

と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
小
稿
の
観
点
か
ら
み
て
こ
の
別
案
と
先
述
の
「
国
語
仮
名
遣
改
定
案
」
と
の
異
同
が
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

二
二
九



一
二
二

O

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
対
象
と
す
る
社
会
の
分
野
を
み
よ
う
。
別
案
の
「
緒
言
」
に
、

（
省
略
）

本
案
ノ
改
定
仮
名
遣
ハ
現
行
ノ
国
定
小
学
校
教
科
書
大
修
正
ノ
場
合
ニ
実
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
案
ノ
改
定
仮
名
遣
ハ
中
等
教
育
ノ
学
校
教
授
上
ニ
モ
実
行
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

四

（
省
略
〉

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
対
象
は
先
述
の
案
と
同
じ
で
あ
る
。
「
一
ご
コ
三
も
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
先
述
と
同
様
の
資
料
に
よ
っ

て
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
再
説
は
省
略
に
従
う
。

次
に
、

一
般
の
社
会
の
表
記
上
の
慣
習
な
ど
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
み
よ
う
。
「
本
案
の
理
由
」
に
あ
る
次
の

く
だ
り
が
注
意
さ
れ
よ
う
。

仙
国
語
ヲ
総
テ
発
音
的
ニ
改
ム
ル
コ
ト
ハ
理
想
ト
シ
テ
ハ
可
ナ
リ
ト
難
モ
之
ヲ
急
激
ニ
実
行
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
大
ニ
世
間
ノ
慣
用
ト
衝
突

シ
又
甚
シ
ク
歴
史
的
文
法
ヲ
破
壊
ス
ル
等
種
々
ノ
差
支
ヲ
生
シ
却
テ
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
虞
ア
リ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
別
案
が
一
般
の
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
世
間
ノ
慣
用
」
と
の
調
和

を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
る
と
、
「
世
間
の
慣
用
」
と
は
具
体
的
に
は
何
で
あ
る
か
。
「
本
案
の
理

出
」
に
、

同
之
（
「
通
フ
」
「
通
ハ
ス
」
の
こ
と
・
大
木
注
）
ヲ
「
通
ウ
」
「
通
ワ
ス
」

一
改
ム
ル
ト
キ
ハ
忽
チ
普
通
ノ
漢
字
交
リ
文
ト
衝
突
ス
へ
ケ
レ
ハ
ナ

リ
又
動
詞
マ
フ
（
舞
フ
）
ヲ
「
モ

l
」
ト
改
ム
ル
ト
キ
ハ
文
法
上
ノ
説
明
ニ
革
新
ヲ
要
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
之
ヲ
漢
字
ト
仮
名
ト
ニ
テ
記
ス
ル

ニ
ハ
「
舞
｜
」
ト
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
シ
テ
大
ニ
世
間
ノ
慣
用
ト
衝
突
ス
へ
ケ
レ
ハ
ナ
リ

帥
天
爾
遠
波
ハ
普
通
ノ
漢
字
交
リ
文
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
仮
名
ニ
テ
表
記
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
旦
学
習
上
甚
シ
キ
困
難
ナ
キ
ヲ
以
テ
是
レ
亦
其
仮
名



遺
ヲ
従
来
ノ
侭
ニ
据
置
キ
タ
リ

同
本
案
ハ
（
中
略
）
之
ニ
依
リ
テ
一
般
ノ
人
ノ
困
難
ト
シ
テ
記
憶
ス
ル
者
少
キ
繁
雑
ナ
ル
仮
名
遣
ヲ
廃
ス
ル
ヲ
以
テ
将
来
ノ
理
想
ト
ス
ル
音

韻
文
字
採
用
ノ
時
代
ニ
到
達
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
即
チ
漢
字
節
減
仮
名
奨
励
ノ
過
渡
時
代
ニ
於
テ
教
育
上
適
切
ナ
ル
改
定
法
ナ
リ
ト
信
ス

と
あ
る
の
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
高
等
教
育
会
議
に
お
け
る
主
任
者
の
説
明
に
、

同
（
別
案
ハ
大
木
補
〉
現
－
二
般
ノ
人
モ
少
シ
ク
教
育
ア
ル
者
ハ
此
ノ
如
キ
仮
名
遣
ヲ
誤
ル
コ
ト
ナ
シ

と
あ
る
の
に
も
注
目
し
た
い
。
制

t
帥
を
先
の
的
と
比
べ
る
と
、
別
案
の
方
が
一
一
般
の
社
会
の
表
記
上
の
慣
習
と
の
関
係
を
詳
述
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
別
案
が
帥
の
立
場
で
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
小
稿
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
別
案
の
方
が
一
般
の
社
会
の

表
記
上
の
慣
習
な
ど
に
一
層
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
に
加
え
て
別
案
が
凶
闘
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ

と
も
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
明
治
三
十
三
年
の
も
の
も
「
国
語
仮
名
遣
改
定
案
」
も
凶
同
の
視
点
を
自
覚
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
視
点
を
一
層
自
覚
し
て
い
る
の
が
別
案
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
附
は
「
国
語
仮
名
遣
改
定
案
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
り
別
案
そ
の
も
の
の
説
明
で
は
な
い
が
、
「
緒
言
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
み
る
と
、
倒
の
説
明
は
別
案
に
も
適
合
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
倒
に
加
え
た
私
見
は
別
案
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

四

次
に
「
仮
名
遣
ノ
件
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
れ
は
明
治
四
十
一
年
に
文
部
大
臣
か
ら
臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会
へ
行
わ
れ
た
諮
問
で
あ

る
が
、
小
稿
に
と
っ
て
参
照
す
べ
き
も
の
は
、
「
仮
名
遣
ノ
件
」
に
お
け
る
「
緒
言
」
「
理
由
書
」
と
、
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
九
日
の
臨
時

仮
名
遣
調
査
委
員
会
で
行
わ
れ
た
文
部
大
臣
牧
野
信
顕
の
「
仮
名
遣
ノ
件
」
の
趣
旨
説
明
と
、
明
治
四
十
一
年
六
月
五
日
の
第
一
回
臨
時
仮
名

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

一一一一一____, 
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調
査
委
員
会
に
お
け
る
文
部
書
記
官
渡
部
董
之
介
の
「
仮
名
遣
ノ
件
」
の
趣
旨
説
明
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
社
会
の
ど
の
分
野
を
対
象
と
し
た
も
の
か
を
み
よ
う
。
「
緒
言
」
に
、

(16) 

本
案
ノ
仮
名
遣
ハ
文
部
省
ニ
於
ケ
ル
教
科
書
検
定
及
ヒ
編
纂
ノ
場
合
ニ
之
ヲ
許
容
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
案
ノ
実
行
ト
同
時
ニ
明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第
十
四
号
小
学
校
令
施
行
規
則
第
二
号
表
ヲ
廃
ス

と
あ
る
。
ま
た
「
理
由
書
」
に
は
、

制
小
学
校
令
施
行
規
則
第
二
号
表
ノ
字
音
仮
名
遣
ハ
之
カ
実
行
ヲ
小
学
校
教
育
ニ
ノ
ミ
限
リ
中
等
教
育
ニ
於
テ
ハ
依
然
旧
来
ノ
仮
名
遣
ヲ
強

テ
学
習
セ
シ
メ
タ
ル
モ
仮
名
遣
ノ
如
キ
ハ
教
育
ノ
階
級
－
一
依
リ
テ
裁
然
限
界
ヲ
画
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
加
之
何
レ
ノ
階
級
ノ
教
育
ニ
於
’
テ
モ
旧

仮
名
ヲ
守
株
シ
又
ハ
新
仮
名
遣
ヲ
強
制
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
新
旧
並
行
セ
シ
メ
自
然
ノ
淘
汰
－
二
任
ス
ル
ヲ
可
ト
ス

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
対
象
と
す
る
社
会
の
分
野
は
小
学
校
・
中
学
校
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
、
従
来
の
も

の
（
実
施
さ
れ
た
も
の
と
諮
問
と
答
申
の
も
の
す
べ
て
の
も
の
）
に
は
な
い
「
許
容
」
と
い
う
考
え
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

小
稿
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
当
時
の
社
会
の
表
記
上
の
慣
習
へ
の
配
慮
と
い
う
こ
と
と
か
か
わ
る
か
ら
こ
こ
で
は
そ
の
指
摘
に
と
ど
め
、
後
に

具
体
例
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
社
会
の
分
野
を
こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
文
部
大
臣
の
趣
旨
説
明
に
次
の
一
節
が
あ
る
の
が
参
考
と
な
る
。

制
唯
今
日
ハ
六
百
万
ノ
児
童
一
一
義
務
教
育
カ
負
ハ
セ
テ
プ
リ
マ
シ
テ
其
国
民
教
育
ノ
成
績
如
何
ニ
依
テ
各
国
ト
ノ
競
争
上
帝
国
ノ
位
置
ヲ
維

持
ス
ル
ト
云
フ
歴
史
上
未
曽
有
ノ
時
運
テ
ア
リ
マ
ス
、

ソ
レ
ユ
エ
有
モ
国
家
的
観
念
ノ
養
成
－
一
妨
ケ
サ
ル
限
リ
ハ
柳
カ
テ
モ
其
負
担
ヲ
軽
減

シ
教
育
ノ
実
質
ヲ
進
メ
現
代
ハ
勿
論
永
久
－
一
国
民
ヲ
シ
テ
其
便
益
－
一
浴
セ
シ
メ
国
家
ノ
進
運
三
貝
献
サ
セ
タ
イ
ト
云
フ
精
神
カ
ラ
此
問
題
ヲ

解
決
シ
ョ
ウ
ト
シ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
（
後
略
）

こ
こ
で
は
小
学
校
の
教
育
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
学
校
に
「
仮
名
遣
ノ
件
」
を
採
用
す
る
理
由
は
「
各
国
ト
ノ
競
争
上
帝
国
ノ
位
置

ヲ
維
持
ス
ル
ト
云
フ
歴
史
上
未
曽
有
ノ
時
運
」
に
我
が
国
が
遭
遇
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
部
書
記
官
の
説
明
に
、



四
是
等
ノ
案
（
明
治
部
年
の
小
学
校
令
施
行
規
則
第
二
号
表
と
明
お
の
諮
問
の
こ
と

大
木
注
）
ト
同
様
ノ
精
神
ヲ
有
ツ
テ
居
り
マ
ス
、
大
体
ノ
精

神
カ
同
シ
テ
ア
リ
マ
ス
（
以
下
略
）

と
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
習
得
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
社
会
の
分
野
の
限
定
の
条
件
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
が
、
我
が
国
の

「
時
運
」
に
説
き
及
ん
で
い
る
の
は
こ
の
「
仮
名
遣
ノ
件
」
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
社
会
の
分
野
を
限
定
し
た
の
か
。
分
野
は
限
定
し
て
も
、
そ
の
分
野
で
の
教
育
の
徹
底
が
や
が
て
は
一
般
の
社
会
に
も
及

ぶ
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
闘
に
お
い
て
「
其
負
担
ヲ
軽
減
シ
教
育
ノ
実
質
ヲ
進
メ
」
と
説
い
た
の
に
続
け
て
、

「
現
代
ハ
勿
論
永
久
－
一
国
民
ヲ
シ
テ
其
便
益
ニ
浴
セ
シ
メ
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
な
ぜ
こ
う
し
た
方
策
を
と
っ
た
の
か
。

挙
に
、
小
・
中
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
一
般
の
社
会
の
仮
名
遣
い
を
も
改
善
し
た
方
が
い
わ
ば
早
道
で
は
な
い
の
か
。
先
の
諮
問
に
つ
い
て
も

こ
う
し
た
疑
問
を
投
げ
か
け
た
が
、
こ
こ
で
も
同
様
の
疑
問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
当
時
の
一
般
の
社
会
の
表
記
上
の
慣
習
な
ど
に
対
す
る
配
慮
は
い
か
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

側
本
案
ハ
仮
名
遣
上
口
語
ト
文
語
ト
ノ
区
別
ヲ
廃
シ
、
或
ハ
社
会
ノ
慣
用
ニ
ア
マ
リ
遠
サ
カ
ラ
ナ
イ
様
ニ
注
意
ヲ
加
へ
マ
シ
タ
（
文
部
大
臣
の

趣
旨
説
明
）

「
社
会
ノ
慣
用
」
へ
の
配
慮
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
旨
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
の
「
社
会
ノ
慣
用
」
と
は
具
体
的
に
は
何
か
。
文
部
書
記
官

の
説
明
に
そ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

倒
今
日
ノ
一
般
ノ
国
民
ノ
注
意
ヲ
惹
イ
テ
居
ル
、

一
般
国
民
ノ
意
識
ニ
入
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
ト
テ
モ
申
シ
マ
セ
ウ
ヵ
、
其
一
般
国
民
ノ
意
識
－
一

入
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
ト
又
他
ノ
一
ツ
ハ
一
般
ノ
国
民
ノ
意
識
ニ
入
ツ
テ
居
ラ
ヌ
モ
ノ
ト
此
二
ツ
カ
ア
ル
ヤ
ウ
テ
ア
リ
マ
ス
、

ソ
レ
テ
此
案
ハ
国

民
ノ
意
識
ニ
入
ツ
テ
居
ル
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遺
ハ
ソ
レ
ハ
先
ツ
其
侭
ニ
シ
テ
置
イ
テ
手
ヲ
着
ケ
マ
セ
ヌ
、
唯
国
民
ノ
意
識
－
一
入
ツ
テ
居
ラ
ヌ
モ

ノ
ト
認
メ
マ
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ヲ
新
ニ
ス
ル
方
針
ヲ
執
ツ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

問
比
案
ハ
普
通
ノ
漢
字
混
リ
文
ヲ
吾
々
ノ
ヤ
ウ
ナ
大
人
書
カ
キ
マ
ス
ル
上
ニ
於
テ
ハ
何
ノ
影
響
ヲ
モ
起
サ
ヌ
、
小
シ
モ
普
通
ノ
慣
例
－
一
背
イ

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

一一一一一一



二
三
四

タ
ヤ
ウ
ナ
感
ヲ
起
ス
ヤ
ウ
ナ
場
合
カ
ナ
イ

倒
此
案
ハ
従
来
ノ
案
ニ
較
へ
テ
見
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
一
層
社
会
ノ
習
慣
、
仮
名
ヲ
使
用
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル
コ
ト
コ
ロ
ノ
慣
例
ニ
意
ヲ
注
キ
マ

シ
テ
サ
ウ
シ
テ
立
案
ヲ
致
シ
タ
モ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
ノ
テ
、
国
民
ノ
意
識
ニ
入
ツ
テ
居
ル
所
即
チ
漢
字
一
一
隠
レ
テ
居
ラ
ヌ
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遣

ハ
ナ
ル
ヘ
ク
ソ
レ
ニ
唱
す
ヲ
着
ケ
ナ
イ
ト
云
フ
方
針
テ
調
ベ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

ωに
よ
れ
ば
、
仮
名
遣
い
の
改
善
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
意
識
に
入
っ
て
い
る
か
否
か
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
倒
闘
に

よ
れ
ば
こ
の
観
点
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
慣
習
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
調
和
が
保
て
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
八
年
の
も
の
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
今
回
の
も
の
は
そ
の
こ
と
に
一
一
層
配
慮
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
文
部
書
記
官
の
次
の
説
明
を
み
る
と
、
左
の
配
意
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
仮
名
文
に
も
及
ん
で
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

凶
国
民
ノ
意
識
ニ
入
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遣
ハ
ソ
レ
ヲ
仮
名
文
一
一
－
｜
｜
悉
皆
仮
名
文
ニ
書
キ
マ
シ
タ
場
合
ハ
素
ヨ
リ
ノ
コ
ト
、

又
普
通
ノ
文
章
、
即
チ
漢
字
ト
仮
名
ヲ
混
へ
テ
書
キ
マ
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
文
章
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
ソ
レ
ハ
仮
名
ノ
部
分
ニ
表
ハ
レ
ル
ノ
テ
ア
リ

・マ
ス

回
国
民
ノ
意
識
ニ
入
ツ
テ
居
ラ
ヌ
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遣
今
申
上
ケ
マ
シ
タ
ト
コ
ロ
ノ
一
種
ノ
所
謂
ム
ツ
カ
シ
イ
仮
名
遣
ハ
1
1
1
最
モ
ム
ツ
カ
シ

イ
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遣
ハ
ソ
レ
カ
若
シ
新
シ
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
ト
コ
ロ
カ
平
生
カ
ラ
国
民
一
般
ニ
注
意
ヲ
惹
イ
テ
居
ラ
ヌ
ノ
ヲ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
其

文
章
ヲ
悉
皆
仮
名
文
テ
書
イ
テ
今
申
ス
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遣
ヲ
悉
皆
新
シ
ク
致
シ
マ
シ
タ
ト
コ
ロ
カ
少
シ
モ
奇
異
ノ
感
ヲ
惹
起
ス
ヤ
ウ
ナ
コ
ト

ハ
ナ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

帥
闘
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
明
治
三
十
三
年
の
も
の
や
三
十
八
年
の
も
の
に
も
あ
る
い
は
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
仮
名
遣
ノ
件
」

は
こ
の
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
こ
と
と
併
せ
て
注
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
文
部
書
記
官
の
次
の
説
明
で
あ
る
。



倒
仮
名
ノ
部
分
二
衣
ハ
レ
マ
ス
ト
コ
ロ
ノ
仮
名
遣
ハ
変
へ
ナ
イ
テ
置
イ
テ
若
シ
モ
全
部
之
ヲ
仮
名
文
ニ
書
キ
直
ス
ト
キ
今
ノ
漢
字
ニ
代
ハ
ル

ヤ
ウ
ナ
所
ヲ
改
メ
タ
イ
ト
云
フ
ノ
カ
此
案
ノ
精
神
ノ
一
ツ
テ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ナ
ラ
ハ
普
通
ノ
漢
字
仮
名
混
合
文
ニ
於
テ
少
シ
モ
関
係
カ
無

イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
何
モ
仮
名
ヲ
改
メ
ヌ
マ
テ
モ
関
係
カ
無
イ
タ
ラ
ウ
ト
云
フ
御
論
モ
ア
ル
テ
ア
リ
マ
セ
ウ
ヵ
、
其
処
ハ
此
普
通

教
育
ノ
方
カ
ラ
考
ヘ
マ
ス
ル
ト
非
常
－
一
関
係
カ
ア
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
、
前
ノ
大
臣
ノ
御
演
説
ニ
ア
リ
マ
シ
タ
ヵ
、
小
学
校
一
ア
ハ
初
ハ
仮
名
ヲ

以
テ
言
語
ヲ
教
ヘ
マ
ス
ル
ノ
テ
仮
名
ノ
ム
ツ
カ
シ
イ
ノ
ハ
最
モ
困
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

仮
名
遣
い
の
改
善
に
か
か
わ
る
、
こ
こ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
疑
問
は
従
来
の
も
の
に
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
疑
問
を
明

示
し
て
、
仮
名
遣
い
の
改
善
が
小
学
校
教
育
に
お
い
て
必
要
な
ゆ
え
ん
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
、
社
会
の
分
野
の
限
定
の
理
由
を
よ
り
一
層

説
得
力
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
読
み
と
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
帥
に
「
許
容
」
と
い
う
考
え
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
考
え
に
は
、

と
思
う
の
で
こ
の
点
を
具
体
的
に
述
べ
よ
う
。

一
般
の
社
会
の
表
記
習
慣
へ
の
配
慮
が
あ
る

倒
従
来
ノ
案
ハ
旧
イ
仮
名
遣
－
一
対
シ
テ
新
シ
イ
仮
名
遣
ヲ
開
キ
マ
ス
ル
ト
同
時
ニ
旧
イ
仮
名
遣
ノ
使
用
ヲ
一
切
禁
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
形
ニ
ナ
ツ
テ

居
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
ヵ
、
此
案
ハ
新
仮
名
遣
ヲ
起
ス
ト
同
時
－
一
新
旧
両
仮
名
遣
共
ニ
何
レ
モ
正
シ
キ
モ
ノ
ト
シ
マ
シ
テ
併
立
セ
シ
メ
自
然
ノ

濁
汰
ニ
任
セ
ヤ
ウ
、
ト
チ
ラ
ヲ
使
ツ
テ
モ
宣
イ
ト
云
フ
ノ
ユ
過
キ
ナ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

従
来
の
も
の
は
歴
史
的
仮
名
遣
の
一
部
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
そ
の
も
の
は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
教
育
に
お

い
て
は
認
め
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
「
仮
名
遣
ノ
件
」
で
は
こ
れ
を
認
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
、
当
時
広
く

一
般
の
社
会
に
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
対
す
る
配
慮
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
る
と
、
な
ぜ
「
許
容
」
の
立

場
を
と
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
明
確
に
す
る
説
明
等
は
得
ら
れ
な
い
が
、
文
部
書
記
官
の
次
の
説
明
が
参
考
と
な
ろ
う
。

倒
素
ヨ
リ
旧
道
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
或
ハ
旧
仮
名
遣
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
テ
ア
リ
マ
ス
ル
ナ
ラ
ハ
何
処
マ
テ
モ
新
道
、
新
仮

名
遣
ヲ
撲
誠
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
ヵ
、

ザ
ウ
テ
ナ
イ
以
上
ハ
別
ニ
旧
仮
名
遣
、
即
チ
衆
人
ニ
不
便
ナ
仮
名
遣
ヲ
墨
守
ス
ル
ニ
モ
及
フ
マ
イ
ト

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

二
三
五
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考
ヘ
マ
シ
テ
新
仮
名
遣
ヲ
公
認
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
旧
イ
仮
名
遣
ヲ
使
フ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
別
－
一
禁
ス
ル
ニ
モ
及
フ
マ
イ
、
自
然
ノ
勢
ニ

任
セ
テ
置
イ
タ
ナ
ラ
ハ
宣
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
考
デ
ア
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
許
容
」
の
立
場
を
と
る
理
由
の
一
つ
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
禁
ず
る
決
定
的
な
理
由
が
見
出
せ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

か
く
「
許
容
」

の
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
そ
れ
は
微
妙
に
新
仮
名
遣
い
の
方
に
傾
く
か
と
も
思
え
る
。

倒
一
度
許
容
ノ
方
カ
出
マ
シ
タ
ル
以
上
ハ
教
育
上
ノ
便
利
ノ
上
ヨ
リ
致
シ
マ
シ
テ
其
新
シ
イ
仮
名
遣
－
一
拠
ツ
テ
教
科
書
ヲ
書
ク
ト
云
フ
コ
ト

－
一
致
シ
タ
イ
、
民
間
カ
ラ
出
マ
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
教
科
書
テ
ア
リ
マ
ス
ナ
ラ
ハ
ソ
レ
ハ
ト
チ
ラ
テ
モ
宣
シ
ウ
コ
サ
イ
マ
ス
ヵ
、
教
育
ノ
便
利
ヲ

計
ツ
テ
国
語
ヲ
発
展
セ
シ
メ
タ
イ
ト
云
フ
考
ヨ
リ
殊
－
一
教
科
書
ヲ
自
ラ
書
キ
マ
ス
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
新
シ
イ
仮
名
遣
ヲ
用
ヰ
ル
積
リ
ナ

ノ
テ
ア
リ
マ
ス

民
聞
か
ら
出
る
教
科
書
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
文
部
省
か
ら
の
も
の
は
新
仮
名
遣
い
で
出
す
と
い
う
考
え
が
は
た
し
て
妥
当
な
も
の
か
ど
う

か
は
決
し
が
た
い
が
、
「
許
容
」
の
立
場
は
実
行
の
段
階
に
お
い
て
は
新
と
旧
と
を
対
等
に
置
く
立
場
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

五

以
上
、
明
治
三
十
八
年
の
諮
問
と
明
治
四
十
一
年
の
諮
問
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、

一
般
の
社
会
の
表
記
上
の
慣
習
な
ど
へ
の
配
慮
と
い

う
点
で
は
明
治
四
十
一
年
の
方
が
そ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
も
一
層
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
対
象
と
す

る
社
会
の
分
野
を
な
ぜ
に
小
・
中
学
校
に
限
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
三
年
の
も
の
も
含
め
て
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
繰
り

返
し
述
べ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
仮
名
遣
い
の
改
善
を
一
挙
に
社
会
全
体
に
及
ぼ
す
方
策
を
と
ら
な
い
理
由
が
明
確
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
の
で

あ
っ
た
。



だ
が
し
か
し
、
唐
突
な
が
ら
、
そ
の
理
由
は
次
に
引
用
す
る
上
田
万
年
の
論
評
に
よ
っ
て
氷
解
し
よ
う
。
（
雑
誌
「
解
釈
」
（
平
成
三
年
六
月
）

に
お
い
て
小
見
の
一
端
を
述
べ
た
。
参
照
願
い
た
い
J

側
或
一
派
の
論
者
に
は
、
普
通
教
育
丈
け
の
文
字
語
法
を
変
へ
る
と
い
ふ
事
は
甚
だ
理
窟
に
合
は
な
い
、
文
字
語
法
を
変
へ
る
な
ら
ば
、
上

は
政
府
よ
り
下
は
小
学
校
に
至
る
ま
で
、
皆
一
様
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
論
ず
る
人
が
あ
る
。
是
は
文
明
が
段
々
と
進
ん
で
、
社
会
の

秩
序
が
整
っ
て
行
く
な
ら
ば
、
決
し
て
無
理
の
無
い
希
望
だ
け
れ
共
、
明
治
の
社
会
の
如
き
、
四
十
年
前
に
一
大
革
命
を
な
し
て
、
其
後
欧

羅
巴
の
文
明
を
採
用
し
て
、
種
々
の
機
闘
を
発
達
さ
せ
て
来
る
と
こ
ろ
の
此
社
会
に
於
て
は
、
決
し
て
斯
か
る
希
望
は
成
立
ち
得
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
は
無
い
か
と
私
は
思
ふ
。
明
治
の
五
年
に
普
通
教
育
を
制
定
せ
ら
れ
た
時
分
の
事
を
考
へ
て
見
て
も
分
る
。
（
中
略
）
其
時
分
に

は
世
の
先
進
者
或
は
達
見
家
と
い
ふ
者
が
、
小
中
学
校
の
学
制
と
い
ふ
も
の
を
布
い
て
、
当
時
の
社
会
の
風
習
と
違
っ
て
も
、
併
せ
な
が
ら

他
日
の
成
功
を
期
す
る
と
い
ふ
大
き
な
規
模
で
も
っ
て
、
我
々
を
教
育
し
て
呉
れ
た
故
に
、
我
々
に
は
今
日
立
派
な
る
教
育
制
度
を
確
立
さ

せ
て
有
ッ
て
居
る
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
（
中
略
）

斯
う
一
五
ふ
次
第
で
あ
る
の
に
、
論
者
は
普
通
教
育
に
於
て
の
仮
名
遣
の
問
題
な
ど
が
世
に
出
る
と
、
忽
ち
に
招
勅
か
ら
変
へ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
政
府
の
公
文
か
ら
変
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
よ
う
な
こ
と
を
言
ふ
。
そ
れ
が
変
は
れ
ば
、
そ
れ
程
結
構
な
こ
と
は
無
い
け
れ
共
、

変
ら
ぬ
か
ら
と
言
ッ
て
、
普
通
教
育
が
斯
う
云
ふ
新
し
い
方
法
を
行
ッ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
断
言
は
出
来
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。
（
「
最
近
の

国
語
問
題
に
付
て
」
）

右
は
『
教
育
学
術
界
』
（
明
治
三
十
八
年
七
月
号
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
回
は
国
語
調
査
委
員
会
（
明
治
三
十
五
年
三
月
設
置
）
の

主
事
で
も
あ
り
、
臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会
（
明
治
四
十
一
年
五
月
設
置
）
の
会
長
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
考
え
は
立
案
者
側
に
も
反
映
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
明
治
期
に
出
さ
れ
た
表
点
目
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
諸
配
慮
は
、
明
治
の

時
代
と
学
校
教
育
の
在
り
方
の
こ
の
二
つ
の
特
質
を
背
景
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
仮
名
遣
い
の
改
善
が
小
・
中
学
校
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
行
わ
れ
た
理
由
を
右
の
上
田
の
論
評
に
求
め
得
る
と
す
る
と
、
「
仮
名
遣

表
土
日
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

Fむ



二
三
八

ノ
件
」
に
次
い
で
発
表
さ
れ
た
「
仮
名
遣
改
定
案
」
（
大
正
十
二
平
十
二
月
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
案
の
立
場
を
脱
却
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。

」 a

/'-

「
仮
名
遺
改
定
案
」
は
大
正
十
三
年
十
二
月
に
臨
時
国
語
調
査
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
音
主
義
に
基
づ
く
仮
名
遣
い
の
案

と
し
て
は
久
々
の
も
の
で
あ
っ
た
。

学
校
教
育
に
お
け
る
仮
名
遣
い
は
、
明
治
四
十
一
年
の
文
部
省
令
第
十
号
を
も
っ
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
戻
り
、
臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会

も
同
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
国
語
調
査
委
員
会
も
大
正
二
年
に
廃
止
と
な
り
、
仮
名
遣
い
問
題
は
決
着
を
み
た
か
に
思
わ
れ
た
が
そ
う
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
教
育
調
査
会
（
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
〉
及
び
貴
族
院
・
衆
議
院
か
ら
の
建
議
に
基
づ
い
て
、
大
正
五
年
に
文
部
省
内
に

国
語
調
査
室
が
設
け
ら
れ
、
大
正
十
年
に
は
臨
時
国
語
調
査
会
が
設
置
さ
れ
た
。
「
仮
名
遣
改
定
案
」
は
こ
の
調
査
会
に
お
い
て
立
案
さ
れ
発

表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
案
の
前
文
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
、
「
凡
例
」
及
び
安
藤
正
次
委
員
の
説
明
と
に
よ
れ
ば
、
対
象
と
す
る
社
会
の
分
野
は
、
従
来
の
も

の
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

回
現
今
の
わ
が
国
に
行
わ
れ
て
い
る
国
語
お
よ
び
字
音
の
仮
名
遣
は
、
こ
れ
を
学
ぶ
の
に
一
方
な
ら
ぬ
苦
心
を
要
し
、
し
か
も
あ
や
ま
り
な

く
つ
か
い
こ
な
す
こ
と
が
、
な
か
／
＼
困
難
で
あ
る
。
わ
が
国
民
は
、
す
で
に
漢
字
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
そ
の
う
え
、
む
ず
か
し
い
仮

名
遣
と
ゅ
う
重
荷
を
負
う
て
い
る
。
本
会
が
さ
き
に
常
用
漢
字
を
公
に
し
、
さ
ら
に
ま
た
仮
名
遣
の
整
理
を
は
か
つ
て
、
こ
の
改
定
案
を
発

表
す
る
の
は
、
文
字
の
使
用
を
容
易
に
し
て
国
民
教
育
の
発
達
と
国
家
文
運
の
進
展
を
促
そ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

(3~ 

凡

例



一
、
（
省
略
）

二
、
本
案
ハ
主
ト
シ
テ
現
代
文
（
口
語
、
文
語
ト
モ
）
ニ
適
用
ス
ル
。

三
、
固
有
名
詞
オ
ヨ
ピ
ソ
ノ
他
特
殊
ナ
事
情
ノ
ア
ル
モ
ノ
ハ
、
シ
パ
ラ
ク
従
前
ノ
通
ト
ス
ル
。

タ
ず
シ
ナ
ル
ベ
ク
本
案
ノ
仮
名
ニ
ヨ
ル
。

四
、
外
国
語
の
表
記
ハ
別
ニ
定
メ
ル
。

倒
凡
例
三
の
固
有
名
詞
お
よ
び
そ
の
他
特
殊
な
事
情
の
あ
る
も
の
と
ゅ
う
の
は
、
人
名
船
舶
名
な
ど
の
類
や
法
令
関
係
の
も
の
で
容
易
に
改

め
ら
れ
な
い
も
の
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

以
上
の
倒
働
側
か
ら
、
対
象
と
す
る
社
会
は
学
校
教
育
も
含
め
一
般
の
社
会
に
及
ん
で
い
る
こ
と
、
た
だ
し
法
令
文
の
分
野
な
ど
容
易
に
改

め
が
た
い
分
野
は
除
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
な
お
、
一
般
の
社
会
に
慣
用
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
表
記
と
は
言
え
な
い
が
、
ぃ

わ
ゆ
る
古
文
の
仮
名
遣
い
、
外
国
語
の
表
記
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
案
が
は
じ
め
て
で
あ
る
）

と
す
れ
ば
、
大
正
十
三
年
の
こ
の
案
は
、
大
正
十
三
年
の
こ
の
時
点
は
上
田
万
年
の
考
え
た
明
治
の
時
代
と
は
異
な
る
と
い
う
認
識
の
も
と

に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
こ
の
意
味
に
お
い
て
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
般
の
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
表
記
に
対
し
て
は
い
か
な
る
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
か
。
一
般
の
社
会
の
表
記
を
表
音

的
な
も
の
に
す
る
と
は
言
っ
て
も
一
挙
に
こ
れ
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
般
の
社
会
の
表
記
の
分
野
を
一
挙
に
表
音

的
に
改
革
す
る
立
場
に
立
つ
と
き
に
生
ず
る
避
け
が
た
い
問
題
で
あ
る
が
、
本
案
が
そ
れ
を
い
か
に
行
な
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
「
現

そ
れ
で
は
、

代
か
な
づ
か
い
」
（
昭
幻
内
閣
告
示
・
訓
令
）
「
現
代
仮
名
遣
い
」
（
昭
臼
内
閣
告
示
・
訓
令
）
を
見
通
す
の
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
以
下
こ

の
説
明
を
試
み
小
稿
を
閉
じ
た
い
。

倒
に
「
本
案
ハ
主
ト
シ
テ
現
代
文
（
口
語
、
文
語
ト
モ
）

ニ
適
用
ス
ル
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
安
藤
は
次
の
よ
う
な
説
明
か
｝
加
え
て

い
る
。

制
改
定
仮
名
遣
の
適
用
範
囲
が
現
代
文
の
す
べ
て
に
及
ぶ
べ
き
は
当
然
で
あ
る
。

口
語
と
文
語
と
で
仮
名
遣
が
ち
が
う
と
ゅ
う
よ
う
な
不
統

表
音
的
仮
名
遣
い
案
に
お
け
る
社
会
へ
の
配
慮

九



二
四
O

一
は
許
さ
る
べ
き
で
な
い
。
現
代
文
で
な
い
も
の
、
古
文
と
か
中
古
文
と
か
ゆ
う
類
の
も
の
を
適
用
範
囲
外
に
お
い
て
い
る
の
は
、
そ
れ
等

は
過
去
の
約
束
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
強
い
て
こ
れ
を
現
代
の
仮
名
遣
で
律
す
る
に
は
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。

左
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
古
文
」
や
「
中
古
文
」
は
適
用
の
範
囲
外
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
時
代
に
お
い
て
も
「
古
文
」
や

「
中
古
文
」
で
文
章
を
書
く
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
「
過
去
の
約
束
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
」
の
で
、
こ
の
案
の
適
用
範
囲

外
に
置
こ
う
と
す
る
配
慮
が
認
め
ら
れ
る
。
既
に
あ
る
「
古
文
」
「
中
古
文
」
を
改
め
る
必
要
は
な
い
と
す
る
配
慮
も
勿
論
あ
る
。

次
は
「
凡
例
」
の
「
一
一
ご
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
倒
の
安
藤
の
説
明
が
あ
る
が
、
人
の
名
や
船
舶
の
名
を
表
記
す
る
に
当
た
っ
て
は
そ

れ
が
固
有
名
詞
で
あ
る
が
故
に
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
と
す
る
配
慮
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
既
存
の
固
有
名
詞
の
改
変
に
も
及
ば
な
い
と

の
配
慮
の
あ
る
の
も
勿
論
で
あ
る
。
ま
た
、
法
令
文
な
ど
統
一
性
、
永
続
性
が
特
に
重
視
さ
れ
る
も
の
は
改
変
が
混
乱
の
も
と
に
な
る
か
ら
そ

れ
に
配
慮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
外
国
語
の
表
記
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
外
国
語
の
表
記
は
、

日
常
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
日
本
化
し
た
外
国
語
に
お
い
て
も
不

統
一
で
あ
り
不
便
で
あ
っ
た
。
（
こ
の
こ
と
は
「
外
国
語
の
写
し
方
（
仮
名
遣
改
定
案
補
則
）
」
（
大
正
十
五
年
五
月
臨
時
国
語
調
査
会
〉
の
前
文
に

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
「
凡
例
」
の
「
四
」
は
こ
の
こ
と
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。


